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８ 自立活動の指導で配慮したいこと

自立活動は、障害のある児童生徒の教育では、教育課程上重要な位置を占めています。

障害のある児童生徒個々が自立を目指し、障害や病状により生じる学習上または生活上

の困難（つまずき）を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度および習慣

を養い、心身の調和的発達の基礎を培うことを目的としています。各教科等の他に「自立

活動」の領域を設定して指導を行います。

自立活動の内容は、人間としての基礎的な行動を遂行するために必要な要素と、病気や

障害により日常生活や学習場面で生じる困難を改善・克服するために必要な要素で構成さ

れており、「健康の保持」「心理的な安定」「人間関係の形成」「環境の把握」「身体の動き」

「コミュニケーション」の６区分・２６項目の内容（要素）から、児童生徒の実態に応じ

て必要な指導内容を選定し、時間として設定(特設）したり、各教科等の指導の際に配慮

しながら行うなど、相互に関連付けて取り組みます。

病弱児の場合、病気の多様化への対応として、家庭や主治医と連携しながら、健康状態

の回復・改善や体力の向上を図るための指導とともに、本人自身の病気の理解や自己管理

能力を高めることを目指して取り組みます。

指導上の留意点

～病弱児の場合､以下の事項については､すべての児童生徒に対して留意したいものです～

☆体調や病状の把握と医療機関との連携☆

病弱児は、日々病状が変化するなど体調に変動があります。病状が悪化すると心理的にも

不安定になりやすいです。そこで、日々の体調をしっかりと把握するとともに、常に心身の

状態に気を配りながら指導を行うことが大切です。そのためには家庭はもちろんのこと、主

治医や看護師等の医療関係者との連携を密にすることが重要です。退院後の再発・再入院と

いうケースもあり、病状に合った生活習慣を形成していくためには、家庭や関係機関との連

携が肝要となります。

☆主体的で意欲的に取り組む指導方法の工夫☆

積極的な態度で主体的・意欲的に活動できる環境を整備し、成就感を味わうことのできる

ような課題を分かりやすく提示したり、課題達成の度合いを理解しやすくするなど指導方法

の工夫が必要です。そのためには、指導者側の一方的な働きかけに終始したり、画一的な指

導にならないように留意することが大切になります。児童生徒が目標を自覚し、意欲的に取

り組んだことにより成功に結び付いたという実感のもてる指導内容を準備することです。例

えば、病気の自己管理をしながら活躍している同じ病気の先輩から話を聞き、「自分にもで

きるのではないか」という思いがもてるような指導場面の設定なども参考にできそうです。

自立活動の指導に活用できそうな理論・方法もいくつか想定できますが、指導場面におい

てそのまま適用するのではなく、指導に有効であると思われる方法を選択したら、指導に適

合するように工夫・応用後に指導に生かす姿勢が大切です。また、指導内容の選定に当たっ

は一つの項目だけの選択ではなく、複数の項目を選定し相互に関連付けることです。


